Blog #4: 見るのも嫌だ？

普通、内弟子は道場か師範の家に寝起きする。良くて小さなアパートを寮として、稽古・修行に励むのだが。ラッキーなことに、アラバマの内弟子は閑静な住宅街の一軒家が寮であった。３ベッドルーム、２バスルーム、大きなリビングルームとキッチンがある。しかもセントラルヒーティング・エアコン付きである。


寮では来た者順で内弟子は上から３人は個室に入れるが、４人目以降はリビングルームの隅にベッドのマットを敷いて寝ることになる。私も最初の６ヶ月は、リビング組であった。東京のMT先生は、３年〝リビング組の主″と化していた。


月曜日から土曜のお昼までは、とにかくクラスまたクラスの連続で内弟子が行くところと言えば道場と寮の往復とたまに食料品店くらいである。


土曜日の寮の掃除が終わった後、５時半から夜中まで唯一のフリータイムの時間である。最初の２年くらいは、まずコインランドリーで一週間分の洗濯をし、中華、ベトナム料理、アメリカン・バイキング等を食べ、もし映画でも行けばフルコース、リッチなサタデーナイトである。内弟子も１，２年経ち黒帯になると彼女を作ってもよいとのことで、ちょっと行動範囲が広まることが多い。


私は全くアメリカに残ろうという計画はなかったのだが、彼女がワイフとなり、今や子供も二人、１４年もここに住んでいる。全く人生どう行くか分からない。


日曜日はランニングで始まる。８時から８マイル走る。因みに８マイルは１３キロぐらいである。時々、なんとなく３マイルから５マイルに変更になる。と言うか、短縮する。３マイルくらいだと気持ちのよい汗といったところだが、８マイルだとちょっと気合がいる。大体８マイルのタイムを最高師範が後で聞くので、あんまり遅くは走れない。一度、最高師範がスタートから車で追ってきて「遅れるなーーー！」と檄を飛ばしていたときは皆必死であった。その日、名古屋のT先生は朝飯が悪かったのか、体調が悪かったのか４分の３ほど走った頃、自分のすぐ後ろで「ウッ…」と言うと口から胃液のような白いものを吹き出し、あっという間にペースを落とし見えなくなってしまった。


ランニングの後はシャワーを浴び、ちょっと遅い朝食を腹一杯食べ、リラックスタイムである。本を読んだり、日向ぼっこをしたり、また寝てしまう奴もいる。でも電話が鳴ると最高師範のところに直行である。はっきり言って、電話は最高師範からしか掛かって来ない。


午後２時半頃から最高師範の家の掃除をする。家の中二人、外二人。約２時間、キッチンからトイレ、すべての部屋。草刈りから落ち葉掃きまでやる。掃除の後は、最高師範のチョイスでサッカーをしたり、ピンポンをしたり、チェス・トランプなどをする。それも気合を入れて一所懸命やる。そして夕食を皆で食べ、９時から１０時頃、寮に帰り日誌を書き、寝る。そしてまた次の１週間が始まる。


私が内弟子の時、寮長（ヒデ）、テツ（私）、テル、マサの４人は約３年間、朝から晩までとにかく一緒に稽古し生活した。その間、１ヶ月、３ヶ月、半年など短期の内弟子も来たが、上の４人は見るのも嫌になるほどいつも一緒であった。いや、時には嫌になったこともあるし、険悪なムードになったこともある。何しろ親兄弟以上にいつも一緒なのだ。しかも皆、我ままで頑固だ。


でも今では皆先生になってしまい、それぞれ自分の道で頑張っており、お互い一目置き尊敬している…　と思う？昔の話は良き思い出であり、笑い話となった。年に１、２度、それぞれと電話で話をするが、話し出すと稽古の話、身体の使いかたの話、指導の話、他の武道の話など空手を中心に話が尽きない。一時間ぐらいすぐ経つ。ただ最後は「空手はいいな」とか「空手は面白いな」とか「空手をやってまだまだやることがあって幸せだな」といった話で終わることが多い。古き良き戦友であり、今なお深さを求めている同志なのであろう。

押忍。

